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パナソニック（株） のビジョン

パナソニック（株）は、“くらし”に貢献する会社



5

© Panasonic Corporation

パナソニックグループ長期環境ビジョン

20５0年に向けて

現時点の全世界CO2総排出量の「約1％」にあたる
3億トン以上の削減インパクトを目指す※

※ 2019年 エネルギー起源CO2排出量 336億トン（出典：IEA)、3億トンは2020年の排出係数で算出

➊ 社会の脱炭素効果も含めた、

自社バリューチェーンにおける
排出削減インパクト
（自社バリューチェーン全体の
 CO2排出量 実質ゼロを実現）

➋ 既存事業による社会への

 排出削減貢献インパクト

➌ 新技術・新事業による社会への

 排出削減貢献インパクト➋ 1億トン
➌ 1億トン

自社
バリューチェーン

における
CO2排出量

1.1億トン

２０２0年 ２０５０年

❶ 1.1億トン
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草津工場について

エアコン、冷蔵庫、燃料電池を中心に生産する工場

パナソニック草津工場
滋賀県草津市

・敷地面積 ５２万㎡
（東京ドーム11個分）

←名古屋 京都→東海道新幹線

⚫ ピーク電力 約６８０ｋW
⚫ 年間電力量 約２．７GWh

燃料電池工場

RE100実証現場

立命館大学

新名神高速道路

名神高速道路
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＜国内VIP＞

省エネルギー・新エネルギー部
井上部長 ほか

今日のメンバーで、水素基本戦略を策定し
た。水素燃料電池の可能性は大きい。

資源エネルギー庁

小林審議官 ほか

米国でもRE100ソリューション
は通用する可能性があるのではないか。

経済産業省 産業技術環境局

金指課長 ほか

経済産業省 情報産業課 環境省地球環境局

電力会社主導の政策の中、ロジカルに
分散型の必要性を協力して作りたい。

水素燃料電池の市場を確立するため、
ユースケースを増やすことができるよう、
できる限りサポートしたい。

松澤局長 ほか

Panasonic HX Kusatsuご来場実績

幅広い業界・業種のお客様がご来場

業界 代表例 累計件数 (構成比*）

製造業・メーカ 〇〇電気、〇〇製作所 191 (21%)

エネルギー 電力会社、ガス会社 168 (19%)

ゼネコン・建設 ○○建設、○○組 100 (11%)

役所・官公庁 省庁、市役所など 90 (10%)

業界団体・大学 学会、大学 71 (8%)

運輸・鉄道 運輸/JR関連 46 (5%)

不動産 不動産会社 40 (4%)

設計事務所 ○○設計など 25 (3%)

金融 銀行など 25 (3%)

マスコミ 新聞、メディア媒体 22 (2%)

販売代理店 ○○電機、商社関連 24 (3%)

設備産業 ○○製作所など 28 (3%)

通信 通信会社 10 (1%)

その他社外 コンサルタントなど 54 (6%)

合計_社外 894 (100%)

社内関係 社内幹部、研修など 247 (22%**)

総計 1,141

■ご来場実績（期間：2022年４月～2024年12月）
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ドイツ連邦シュタインマイヤー大統領 ご視察

水素の先進地域であるヨーロッパからもご来場

あ

202２年11月3日、ドイツ連邦共和国フラ
ンク＝ヴルター・シュタインマイヤー大統領
及びドイツ政府関係者、ビジネス視察団の
総勢約８０名がパナソニック㈱の草津拠点
を訪れ、RE100化ソリューションの実証施
設である「H2 KIBOU FIELD」と燃料電
池工場を視察しました。
シュタインマイヤー大統領はH2 KIBOU 
FIELDで純水素型燃料電池・太陽電池・蓄
電池の３電池連携によって工場の電力を再
生可能エネルギーで賄う実証の内容や、パ
ナソニックの水素事業への取組みに関する
説明を受け、施設を見学しました。
（当社プレス発表より）
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地球温暖化対策に加えて、エネルギーを巡る不確実性が世界で増加。
カーボンニュートラルと両立してエネルギーセキュリティの確保が求められている

当社が向き合う世界のエネルギー動向と課題

カーボンニュートラルを表明した国・地域 （154カ国・地域）

資源エネルギー庁 エネルギー白書２０２２から引用 資源エネルギー庁 エネルギー白書２０２4から引用

途上国の排出により、世界全体のCO2排出量は増加。
地球温暖化対策として、世界中で再生可能エネルギー
の普及などによる脱炭素化が加速。

世界でエネルギーセキュリティの重要性が再認識。
・ウクライナへの侵略や中東情勢の悪化。
・紛争や気象要因による、船舶の航行への影響。

エネルギーを巡る不確実性の増加に関する主な事象

カーボンニュートラル化 エネルギーセキュリティの確保
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水素の特徴

水素はクリーンエネルギーとして期待される

宇宙で最も多く
存在する元素

可燃性があり

燃焼すると水に

常温では無色・無臭の
気体。最も軽い物質

沸点はｰ253℃。
液化すると体積1/800

水の
電気分解

炭化水素
から取出し

工場等の
副生水素

水素単体では自然界にほとんど存在しない。
⇒水素はつくる必要あり、複数の方法で生成可能

H2O H2 CHX H2

日本にも大量に存在し、
様々な物質からつくれる
（特定の国や製法に依存しない）

エネルギーとして利用し

てもCO2が出ない

エネルギーセキュリティ
や自給率向上に貢献。
低コスト化にも期待

地球温暖化対策
に貢献

優れた特徴を有する水素の活用が期待される

H2

発電 モビリティ 鉄鋼・化学

環境・エネルギー面の水素の特徴水素とは（物性）

水素をつくる方法
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国内カーボンニュートラルに向けた取り組み潮流

菅 元首相所信表明演説
出典：首相官邸HP

水素バリューチェーン推進協議会設立
出典：JH2A HP

菅 元総理2050年カーボンニュートラル宣言（2020,10）

2050年カーボンニュートラルに伴う
グリーン成長戦略を策定（2020,12）

水素バリューチェーン推進協議会（JH2A）設立（2020,12）

グリーンイノベーション基金（2兆円）基本方針公表（2021,3）

GX推進法策定（2023,5）

水素社会推進法施行（2024,10）

低炭素水素等サプライチェーン構築支援事業公募開始
（価格差に着目した支援）（2024,11）

01

02

03

04

05

06

07

C
u

rre
n

t
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水
素
価
格

30年以降（30円/N㎥）
※政府目標：海外からの再エネ由来水素を大規模輸入

50年（20円/N㎥）※政府目標20

40

60

80

100

［単位：円/m3］

2020年代 2030年代 2040年代 2050年代

水素パイプライン小規模設置 カーボンニュートラルポート RE100工場 水素運搬船

■ランニングコストのほとんどは水素価格に起因
■1kWh発電するためには約0.6Nm3の水素が必要

→水素価格（円/Nm3）に0.6を掛けるとkWh単価になる

適地（湾岸エリア）を
中心に商業利用開始

内陸部も含めた
本格利用

パイプライン運用開始
水素価格が高く

実験的な導入が中心

■電力価格換算

（30年以降目標値）
イニシャル ランニング

10円/kWh 20円/kWh

合計30円/kWhの
価格を実現する

水素価格の推定とコスト目標

水素社会推進法施行後、様々な施策が施される
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国の具体施策例

価格差に着目した支援・拠点支援整備を策定

出典：経済産業省「水素社会推進法について」条件：年間1,000ｔ以上の供給 条件：年間1０,000ｔ以上の供給
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価格差に着目した支援 採択例

価格差の着目した支援へのエントリー件名のうち

2件が2025年9月30日採択となる

※トヨタ通商HPより
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工場RE100化
水素タンク

物流拠点
脱炭素化

一時利用電源

ゼロエミッション施設

定置用
純水素FC

水素
パイプライン

FC複数台連結
屋上設置

水素
供給

ZEB

ガス

家庭用
純水素FC

純水素FC
（コジェネ）

工事現場
H2+FC

水素ST

FCトラック

FCバス

FCフォークリフト

定置用
純水素FC

P2G
再エネ発電・水電解

水素スマートタウン
PV・蓄電池

水素が描く未来の姿

水素パイプラインを敷設し各所に水素を供給し利用をする
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パナソニックとしての位置付け

水素が持つエネルギーを電気と温水に変え供給
省エネを図ると共に、カーボンニュートラルの実現を促進

再エネ由来水素などの
水素製造拠点

水素輸送 純水素型燃料電池 工場などの需要家

＋

つかうためる・はこぶつくる
水素
を

H2

パナソニックお役立ち
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パナソニック燃料電池商品変遷

202３年６月
PH1＋発売

202１年10月
PH1発売

202４年1２月
PH3発売

20０９年５月
第１世代発売

20２３年５月
第7世代発売

1999年より
開発研究
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エネファームから純水素燃料電池に

家庭用燃料電池をベースに、水素を直接供給して発電する純水素燃料電池を開発

スタック
スタック

25万台の実績（24年2月）

家庭用燃料電池（エネファーム）純水素燃料電池

水素→エネルギー（電気・熱） ガス→水素→エネルギー（電気・熱）

燃料処理器が不要なシンプル構造

発電出力

９.９ ｋW
５ ｋW

発電効率

５６％LHV

熱回収効率

４８％LHV※1

発電出力

700W

発電効率

41％LHV

熱回収効率

57％LHV

※３

※2

※1：PH3の場合。PH1と
PH1+は３９％LHV。

※２：PH1は内蔵。PH1+と
PH3は内蔵していません。

※３：貯湯ユニット等の熱利用
装置が必要です。

燃料処理器

パナソニック
コア技術
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実証導入に最適なオールインワンモデル

純水素型燃料電池 PH1（５ｋW）の特長

小規模ながら高効率スペック

⚫ エネルギー効率 ５６％（LHV）

⚫ 熱効率  ３９％（LHV）

自由度の高い設置検討

⚫ ラジエーター内蔵型により付帯機器不要

⚫ 単相AC２００V出力

⚫ デザインパネル標準搭載による高いデザイン性

⚫ 低騒音レベル（６０ｄB）

幅広い業界への納入実績

⚫ 実証用途を中心に５0台以上を販売（２０２５年３月現在）

5kW
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純水素型燃料電池 PH3（9.9ｋW）の特長

脱炭素の実現に向けた 高効率・長寿命 特化モデル

高効率発電の実現

⚫ エネルギー効率 ５６％（LHV）

⚫ 熱効率  ４８％（LHV）

業界トップの耐久性で電力を安定供給

⚫ 長寿命化の実現 100,000時間/15年

⚫ ４ｋW～9.9ｋW間で１ｋW単位での発電計画が可能

諸条件に応じた設置性

⚫ 寒冷地・高地・港湾エリア対応（‐15℃・1,000ｍ・耐塩害仕様）

⚫ 低騒音（６０ｄB）

⚫ 前面メンテナンスによる設置範囲の省スペース化〈デザインパネルは別途〉 ※202５年３月当社調べ

9.9kW
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～

熱回収配管（高温、低温）

給水（水道水）

出湯（MAX60℃）

貯湯ユニット燃料電池PH1

UPS
＜停電時起動用＞

抵抗器ユニット

5ｋW定格（発電時）

AC単相三線200V

自立出力100V（2500VA）
※停電時に2.5kWまでの負荷変動に対応

水素（要常時供給）
起動用

AC100V

停電時
AC100V

停電時
余剰電力

系統連系

放熱

PH1 接続概略図

ドレン排水
※汚水処理方法に
 ついては自治体
 との協議が必要

LAN
配線

P
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PH3 接続概略図

9.9ｋW定格
4ｋW～9.9ｋW（発電時）

水素（要常時供給）

～

ドレン排水
※汚水処理方法については
 自治体との協議が必要

AC三相三線200V（入出力）

LAN配線
（複数台時は HUBを使用）

電力系統

自立出力 AC三相三線200V
※停電時に4k～9.9kVAまでの負荷変動に対応

AC単相二線200V（入力）

燃料電池PH3

熱回収配管
（高温、低温）

P

ポンプ

PH3アプリ PLC ＋ PH3アプリ

他社EMS
連携

PLC＋ Gateway＋当社EMS（クラウド）＋EMS

小規模設置（１０台以下） 大規模設置（２５０台以下） EMS連携
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機種別諸元表

PH1 PH1＋ PH3

電力範囲 ４～9.9ｋW

種別 単相三線式 三相三線式 三相三線式

電圧 AC200V

56(LHV)/39(LHV) 55(LHV)/39(LHV) 56(LHV)/48(LHV)

6N㎥/h

168時間（7日間）

出力（W） 8,485

モノジェネ ラジエーター（内蔵） 冷却機器（外部調達） 冷却機器（外部調達）

コージェネ 貯湯ユニット（外部調達）

通電 15年

起動回数 4,500回

発電時間 90,000時間 90,000時間 100,000時間

サイズ 834×417×1,766(㎜) 795×396×1,797(㎜)
900×865×1,787(㎜)

※アイボルト込

重量（乾燥時） 200±20(㎏) 170±17(㎏) 350±35(㎏)

サイズ 本体に含む 834×3.5×1,700(㎜) 900×33×1,787(㎜)

重量 本体に含む 10±1(㎏) 14±1.4(㎏）

標高1,000m以下

1面メンテナンス：前面600㎜/その他10㎜

50kPa±20kPa

ー15～40℃

耐塩害対応
※外洋500m、離島1㎞以上離し潮風が直接当たらない事

電力範囲
2.5kVA

※過負荷で停止
ー

4～9,9kVA（負荷追従）
※4kVA未満を60分継続後に自動停止

種別・電圧
単相二線/AC100V

※抵抗器ユニットとの接続が必要
ー 三相三線/AC200V

デザインパネル標準搭載
上記各値はデザインパネル含む値にて記載

デザインパネル別途 デザインパネル別途

保証無

離隔距離/メンテナンススペース

設置可能高度

その他

4,500回

5kW

３N㎥/h

120時間（5日間）

3,480

貯湯ユニット（オプション販売）

AC200V

塩害地対応

設置環境温度

ガス供給圧力

10年

標高500m以下

4面メンテナンス：前後左右各600㎜/上面1,000㎜

50kPa±10kPa

ー10～40℃

基
本
性
能

設
置

停
電
対
応

デザインパネル

本体

総点検時期

排熱

機器出力

発電効率/排熱回収効率（％）

水素消費量

連続発電時間

機器出力



24

© Panasonic Corporation

※PH3機器周りの配管・配線スペース未考慮
※本設置図は参考であり、実際の導入には各種法規を考慮し詳細検討が必要となります。

設置スペースご参考

1
,0

5
6

c
m

冷却塔
・
薬注
など

制御盤
・
交流
集電盤
など

放出
ユニット
・
減圧
ユニット
など

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

PH3

544cm

570cm

冷却塔
・
薬注
など

制御盤
・
交流
集電盤
など

水素ボンベ
減圧ユニット

など

PH3

86.5cm

9
0

c
m

5
6

0
c
m

PH3

水素
トレーラー

水素
トレーラー

250cm 250cm

1
,2

0
0

c
m

火気との
離隔距離
800ｃm

火気との
離隔距離
800cm

トレーラー庫

PH3×1台（9.9kW）

■実証用・ミニマムコンセプト

PH3×10台（99kW）

■実装用・ベースロード電源として
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：ガス供給会社所掌

システム構成イメージ

設置スペースご参考

PH1設置スペース
※分電盤、設置・メンテスペースは設置面積に考慮しない

PH３設置スペース
※PH３はデザインパネルなし
※PH3メンテスペース：前面６００ｍｍ、前面左右４００ｍｍ確保
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・ピーク電力：約680kW
・年間電力量：約2.7GWh
・建設面積：約4,000m2（≒工場の陸屋根）

燃料電池 草津工場

エネルギーマネジメントシステム(EMS)●

液化水素タンク
約78,000L

●

蓄電池 約1.1MWh●

太陽電池 約570kW●

純水素型燃料電池 約495kW●

特長１

3電池連携による最適な電力需給運用

特長２

EMS制御で最適・安定した電力供給

Panasonic HX Kusatsu

３電池連携の最適制御により、天候に依存しない安定電力供給を実証

※ご見学受付中
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太陽光発電による発電量は約２割 残る約８割を燃料電池にて発電

HX Kusatsu各エリア概要

純水素型燃料電池
９９台設置（４９５ｋW）

太陽電池
315W×1,820枚（約５７０ｋW）

３電池EMS

液化水素タンク
直径3.4ｍ高さ１４ｍ 貯蔵量約78.000Ｌ

蓄電池
（1.1MWｈ）
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なぜ３電池を使うのか？

太陽電池は時間帯や天候、季節により出力が変動（太陽電池だけではＲＥ２０程度）

⇒純水素燃料電池の発電及び蓄電池の充放電によりRE100ソリューションを実現

kWh/月kWh/日kWh/日
単日変動（快晴時） 天候変動 年間変動

春 梅雨 夏 冬

純水素燃料電池

電力需要の 約８０％ をカバー

～EMSの連携制御で、３電池の特性を最大活用～

＋
蓄電池

需要変化に対して 素早く 追従

【出典】 NEDO日射量データベースをもとにパナソニック作成

太陽電池

燃料電池

蓄電池
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熱利用の展開

燃料電池は工場・店舗に隣接して設置でき、電気に加え排熱を利用し易い

ボイラー
ボイラーの
給水予熱

RE100純水素燃料電池
“コジェネ”連携システム

■店舗での電気＋排熱利用

■工場での電気＋排熱利用

水蒸気

暖房など工場で利用

洗面所 食品売場の
バックヤード

店内
レストラン

清掃

温水活用

排熱路連携

お
湯

■吸収式冷凍機と組み合わせた冷房利用

冷房

吸収式冷凍機

熱 冷水
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純水素燃料電池の排熱活用実証

吸収式冷凍機で純水素燃料電池の排熱を活用する実証を、2024年7月から開始

AfterBefore

吸収式冷凍機

純水素燃料電池

使用熱源の
最低温度

排温水の
最高温度

80℃

60℃

20℃のギャップ 70℃

共通の開発目標

使用熱源の
最低温度

排温水の
最高温度

純水素燃料電池

熱利用室内機

70℃ 1６℃
吸収式
冷凍機

業務用エアコン
（冷水アシスト）温水 冷水

冷媒

熱利用温度目標値を共通にして開発 年間を通して冷暖房の省エネ△50%を検証

冷水16℃

電気入力
（低減）

凝縮器（水熱交）
48℃⇒24℃ 圧縮機

冷水に放熱し
消費電力低減

冷媒
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提案・導入・サービスをワンストップ対応
システム構築に必要な付帯設備を含めた、設計・施工・
メンテナンスサービスまでトータルサポート

カーボンニュートラルの実現を支援

現状のエネルギー需要に基づき、燃料電池やPVなどの
再エネを活用した長期視点におけるご計画をご提案

計画規模に応じた最適なソリューション

実証規模から実装まで、連結可能な純水素型燃料電池の
メリットを活かし、設置性・拡張性に優れたシステムをご提案

パナソニックのカーボンニュートラル実現に向けたソリューション

エネファームで確立したコア技術をもとに展開
業界最高効率 のシステムを提案

1

2

3
※発電効率56%(2025年3月現在)

※
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再エネ最適化ソリューションへのお役立ちについて
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2023 2030 2040

100％

1～2台
（5～10kW）

10台
（50kW）

100台
（500kW）

1％
自家調達（FC・オンサイト）

購入（証書部分）

実証導入
本格導入

BCP（オンサイト）

自己託送（オフサイト）

BCP
熱利用

自家調達
（FC・オフサイト）

省エネ推進

2050

純水素型燃料電池導入イメージ

水素コスト等の外部環境に合わせた導入をご提案

実証として導入しカーボンニュートラル
の取組みを対外アピール

水素コスト、カーボンニュートラル
目標数値に合わせ増設検討

お客様導入検討イメージ

最終目標であるカーボンニュートラルへ



34

© Panasonic Corporation

電気にかえてつかう電気にかえておくる

オフサイトPPA事業モデル

水素製造拠点に燃料電池を設置・発電し水素由来電力として需要家へ供給
地域・建物上水素を供給できない需要家への先進的取組、脱炭素化に貢献

ためる・つかうつくる
水素
を

クリーン電力を系統を通じて供給

電力需要家を通じ地域施設へ

＜PPA事業者＞
・エネルギー会社、商社等

水素製造拠点

＜電力需要家＞
・運輸業、小売業、銀行等

（オンサイトPPA不可顧客）

ポイント

・需要家に水素由来電力の供給を実現

ポイント
・電力として供給を行うことで水素運搬コスト削減
・排熱水素製造拠点で有効活用

熱供給

発電
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導入事例 大阪・関西万博で水素サプライチェーンを実装

会場内の太陽光発電から水電解で生成した水素をパイプラインで運び、

純水素燃料電池で発電してパビリオンの電力に利用

会場内水素パイプライン２００ｍ パビリオンの純水素燃料電池 ゼロカーボン由来水素で発電しライトアップ

NTTグループとの協業により、つくる・ためる・運ぶ・使うを実装
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お客様導入事例① HARUMI FLAG（東京2020選手村跡地）

水素STからパイプラインを通じ各街区にて水素発電

国内初の本格水素タウン

ご要望 晴海地域にて環境先進都市を作りたい

本件の特長
■本格的な水素インフラを備えた国内初の街
■純水素型燃料電池とエネファームで、合計約3MWの水素発電を実現

導入内容

導入効果 使用電力のピークカットに貢献

[お客様]
晴海エコエネルギー株式会社

[物件名]
HARUMI FLAG（東京2020選手村跡地）

[設置場所]
東京都中央区晴海

ご採用機種

PH1×
24台
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お客様導入事例②サステナブランシェ本行徳

初の集合住宅向け燃料電池設置

ご要望 自社所有の集合住宅を活用して水素発電の実証を行いたい

本件の特長
■集合住宅で初めての導入
■防爆仕様のキャビネットを導入することで安全対策を実施

導入内容

導入効果 集合住宅に純水素型燃料電池を設置することを実現し、実証をスタート

[お客様］
株式会社長谷工コーポレーション

[物件名]
サステナブランシェ本行徳

[設置場所]
千葉県市川市

ご採用機種

PH1×
1台
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お客様導入事例③岩谷産業中央研究所

2030年CO2削減目標達成に向け

自社生成水素の活用によるクリーンエネルギーの導入・活用

ご要望 自社水素を活用し、研究所のCO₂削減を目的に水素発電を行いたい

本件の特長
■自社保有の水素を使用し、20台100ｋWの大型連結を実現
■将来的に温水・冷熱利用の研究へ利用予定

導入内容

導入効果 水素発電により40％の購入電力の削減に成功

[お客様]
岩谷産業株式会社

[物件名]
岩谷産業中央研究所

[設置場所]
兵庫県尼崎市

ご採用機種

PH1×
20台
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お客様導入事例④東京ビッグサイト

東京都の方針であるグリーン水素を利用し

脱炭素化への取り組みを周知・PR

ご要望 都の方針であるグリーン水素の活用を具体的に実施したい

本件の特長 再エネ由来水素を活用したカーボンフリーの発電モデル

導入内容

導入効果 再エネ由来水素利活用について来場者へ周知

[お客様］
東京都様

[物件名]
東京ビッグサイト

[設置場所]
東京都江東区

ご採用機種

PH1×
1台
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水素純度 圧力 クリーン

○
99.97％以上

○
１MPa未満

○
再エネ電力で作れ
ばグリーン水素

利点 課題

オンサイトで作成可能
再エネ電力由来ならクリーン

コストが高い
電気→水素→電気に変換する

と約4割に目減り

水素純度 圧力 クリーン

○
99.97％以上

×
20MPa

×
現状はグレー水素

利点 課題

手軽に導入が可能
高圧ガス保安法の規制対象
貯蔵量が300Nm3以上であ
れば第二種設置届出が必要

水素純度 圧力 クリーン

○
99.97％以上

○
１MPa未満

×
現状はグレー水素

利点 課題
オンサイトで作成可能

カーボンオフセットと組み合わ
せればカーボンニュートラルに

なる

CO2を排出する

１．水電気分解による水素供給

＜例＞
KOBELCO製
水電気分解装置

0.8MPa 0.05MPa

減圧

２．ボンベによる水素供給

減圧

20MPa 0.05MPa

３．ガス改質によるオンサイト水素供給

0.05MPa

減圧

0.7MPa

水素供給方法について
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供給方法 シリンダー供給 カードル供給 トレーラー供給 液化水素方式

姿図

設置スペース １ｍ×１０ｍ １３ｍ×５ｍ １０ｍ×１２ｍ
Φ3.4ｍ×高さ14m
（貯蔵タンク容量）

数量
２０本×２セット

（１セットずつ交換）
２セット×2セット １基×１基 78000L貯蔵タンク

最大保有量 約２８０Sm3

（約２４８Nm3）
約５６０Sm3

（約４９６Nm3）
約６０００Sm3

（約５３２０Nm3）
約５６０００Nm3

1回あたり受入量 約１４０Sm3

（約１２４Nm3）
約２８０Sm3
（約２４８Ｎm3）

約３０００Sm3

（約２６６０Nm3）
約１６０００Nm3

5kW機１台
あたりの発電時間

約４１時間 約８３時間 約８９０時間 約25000時間

法規上必要な
届出等

300Nm3未満であれば
届出不要

（火気との離隔距離５ｍ必要）

・特定高圧ガス消費届
・第二種貯蔵所設置届

・特定高圧ガス消費届
・第一種貯蔵所設置届

・第一種製造許可

発電単価 最も高い（数百円/kWh）
高い

（100～200円/kWh）
最も安い

（60～100円/kWh）

水素供給形態比較




	スライド 1: パナソニック水素事業のご案内
	スライド 2
	スライド 3: パナソニック事業体制
	スライド 4: パナソニック（株） のビジョン
	スライド 5: パナソニックグループ長期環境ビジョン
	スライド 6: 草津工場について
	スライド 7: Panasonic HX Kusatsuご来場実績
	スライド 8: ドイツ連邦シュタインマイヤー大統領　ご視察
	スライド 9: 当社が向き合う世界のエネルギー動向と課題
	スライド 10: 水素の特徴
	スライド 11: 国内カーボンニュートラルに向けた取り組み潮流
	スライド 12: 水素価格の推定とコスト目標
	スライド 13: 国の具体施策例
	スライド 14: 価格差に着目した支援 採択例
	スライド 15: 水素が描く未来の姿
	スライド 16
	スライド 17: パナソニック燃料電池商品変遷
	スライド 18: エネファームから純水素燃料電池に
	スライド 19
	スライド 20: 　純水素型燃料電池　PH3（9.9ｋW）の特長
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27: HX Kusatsu各エリア概要
	スライド 28: なぜ３電池を使うのか？
	スライド 29: 熱利用の展開
	スライド 30: 純水素燃料電池の排熱活用実証
	スライド 31
	スライド 32: 再エネ最適化ソリューションへのお役立ちについて
	スライド 33: 純水素型燃料電池導入イメージ
	スライド 34
	スライド 35: 導入事例　大阪・関西万博で水素サプライチェーンを実装
	スライド 36: お客様導入事例①　HARUMI　FLAG（東京2020選手村跡地）
	スライド 37: お客様導入事例②サステナブランシェ本行徳
	スライド 38: お客様導入事例③岩谷産業中央研究所
	スライド 39: お客様導入事例④東京ビッグサイト
	スライド 40: 水素供給方法について
	スライド 41: 水素供給形態比較
	スライド 42

